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1. 序論
グローバリゼーションの時代を迎え、国際的な視点を持った人材の育成
が急務となり、特に学校現場での多文化化に対応できる教員の養成は喫緊
の課題である。在留外国人登録者は、平成28年には特別永住者を含め238
万人を超え過去最高となっており（法務省，2019）、それに伴い、日本の
小学校から高等学校に在籍する在日外国人児童・生徒数は、平成28年度
で８万人を超えている（文部科学省，2019）。このように学校現場のグロー
バル化が顕著になっていく一方で、教員養成課程の学生は内向き志向が強
く、カリキュラム上の制約のため留学希望者は減少傾向にあると和泉元・
岩坂（2016）は指摘しており、教員の異文化経験不足や異文化への関心
の欠如が、異文化理解教育や在日外国人児童生徒への消極的な取り組みに
影響している感は否めない。
異なる文化背景を持つ相手とのインタラクションを通した異文化間能
力、つまり、異文化の人々をよく理解し一緒にうまくやっていける能力
は、グローバル社会に生きていさえすれば、または英語を駆使しさえす
れば自然に身に付くわけではなく、文化や人間の多様性の存在に気づき
それを寛容に受け止めていく力が不可欠である。2000年以降、ヨーロッ
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パやアメリカなどの言語教育の基本方針は、従来の言語知識や運用能力
だけでなく文化的側面が強調されており、異文化間コミュニケーショ
ン（intercultural communication, ICC）能力が重要視されている（北出， 
2010）ことからも、グローバル社会においては、語学の習得に終始せず自
文化を超えて様々な人々と共生してくための力を身に付ける必要がある。
そのためには留学などの実体験を通してICC能力を培うことが最も理想
的であろうが、海外へ留学する日本人学生は2004年以降減少しており、
教員養成系の大学生の留学希望はさらに低いと東京学芸大学教員養成カリ
キュラム開発研究センター（2014）は報告している。また、留学可能な
学生は経済的エリートに限られる可能性が高く（和泉元・岩坂，2015）、
できるだけ多くの学生がICC能力を習得するためには、国内での教育実践
が望まれる。
本論では、文化への気づきや価値観などのICC能力の構成要素が、どの
程度「異文化間コミュニケーション」の授業内で習得されうるかを、振り
返りのレポートやアンケートを基に精査し、理想的なICC授業の内容、及
び、多様化する教育現場に対応できる人材育成の在り方を考察する。本論
の構成は、前半ではグローバル人材育成の取り組みへの経緯と異文化間コ
ミュニケーション研究の歴史、及び、本講座の目的と概要、授業内容につ
いて概観し、後半では、同講座における受講生の授業評価と自己分析によ
る異文化間コミュニケーション力に関する調査の方法、及び、結果と考察
を報告する。
2. 先行研究
2.1. 教員養成におけるグローバル人材育成への取り組み
近年、「グローバル化」という言葉が一般社会でも多用され、大学にお
いても教育理念や学部・学科の名称などに冠される傾向にある（吉田， 
2014）が、国もグローバル化に対応する政策を次々に打ち出している。
薮田（2015）によると、グローバル人材育成を国家的事業と位置付けた
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のは、経済産業省主導で2007年に創設された「産学人材育成パートナー
シップ」で、人材育成に関して教育界と産業界に乖離があったことから産
学の対話の場が設けられ、2010年には文科省による「産学連携によるグ
ローバル人材育成推進会議」（文部科学省，2011）において、大学生の内
向き志向や海外勤務を望まない風潮の中、如何にグローバル人材を育てて
いくかが検討されたと言う。ここでは、社会人基礎力、外国語でのコミュ
ニケーション能力、異文化理解・活用力の３つがグローバル人材に求めら
れる能力として挙げられ、その後2011年に官邸主導で設置された「グロー
バル人材育成推進会議」においても、語学力・コミュニケーション能力の
第一要素、主体性・積極性、チャレンジ精神、協調性・柔軟性、責任感・
使命感などからなる第二要素に加え、第三要素として異文化に対する理解
と日本人としてのアイデンティティが示された（グローバル人材育成推進
会議， 2011， p.７）。
教育現場においては、増加する在日外国人児童・生徒への対応のみなら
ず、2011年度から小学校での外国語活動が必修化され2020年度からは正式
な教科として英語教育が本格的に導入されることから、中央教育審議会教
員の資質能力向上特別部会でもグローバル化への対応が重要視され、具体
的な対応策として、「教職課程質の保証等に関するワーキンググループ第４
回配布資料」（文部科学省， 2012， p．１）では、教員自身がグローバルなも
のの見方や考え方を身に付ける必要があるとして、交換留学や海外留学な
どの実体験に加え、留学生や地域の外国人との交流への参加を推奨してお
り、日本人学生のグローバル人材育成に留学生を積極的に活用する案が提
示されている。
しかしながら、子どもの多様性への対応が教員に求められる重要な資質
であるにもかかわらず、岩田（2014）も指摘する通り、政府が定める教
員免許制度を基にした教職課程そのものが、外国人学生の関わりにくい
「ドメスティックな場」であり、斎藤（2011）も外国人児童生徒の教育に
関する科目を提供している教員養成大学は少ないと述べていることから
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も、教員養成の場におけるグローバル化の実効性はほど遠い。
更に、グローバル人材像そのものについても、英語力や国際経験がある
ことなどに終始していると大木（2014）は批判しており、和泉元・岩坂
（2015）も留学生と日本人学生の交流の活発化のための具体的方策は、英
語で行われる科目の充実による留学生と日本人学生との共修環境の創設以
外明示されておらず、グローバル人材＝英語運用能力という枠組みを超え
ていないと指摘している。
確かに、協定校への海外派遣や留学生受け入れなどの交換留学生制度の
充実や研究者間の交流などをはじめとして、グローバル化への取り組みが
実施されているが、このような留学生制度を活用できる学生はほんの一握
りであり、留学生をキャンパスで多く見かけること自体でICC能力や英語
力が育まれるわけではなく、国内にいながらしてICC力を育成するには、
意識的に、かつ、経験的に、異文化を認識し違いを認めていく機会を教育
的実践の中で提供していく必要性があると言える。
2.2. 異文化間コミュニケーション研究の歴史と視点
中川（2016）によれば、異文化間コミュニケーション研究の起源は
1950年代に遡り、アメリカが第二次世界戦後の新しい対外占領政策を進
める目的で開始されたと言うが、そもそも「異文化コミュニケーション」
という言葉自体は、E・T・ホールが1951年から1955年にForeign Service 
Instituteに所属し当時のアメリカ人外交官を相手として研修していた時に
生まれたものである（Rogers，1999）。その後60年代に入ると、世界の政
治・経済・社会問題にアメリカが深く関与するようになり、異文化接触や
摩擦の問題が表面化する中で、70年代になって体系化されたことからも
分かる通り、学問としてのICC研究の歴史は短い（久保田ら，2010）。
加藤（2009，p. 15）によると、60年代にはビジネスや教育の現場で海外
勤務や軍隊として派遣されるアメリカ人を対象に、目的国の文化や習慣な
どの情報を講義形式で詰め込む「大学モデル」と呼ばれるトレーニングを
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行っていたが、異文化接触事態における感情的な葛藤や実際のコミュニ
ケーションの不足など（Gudykunst & Hammer, 1983）により、研修の参
加者自身からその有効性が否定されることとなり、1970年には比較文化
の視点を取り入れた経験的学習を中心とした異文化間トレーニングが実施
されるようになったと言う。
日本では1970年代にこの分野に対する関心が出始め、アメリカの大学
院で教育を受けた研究者たちを中心に、「異文化間コミュニケーション論」
や「国際理解」などの科目が開設され、1980年代になると大学の学部の
名称として「コミュニケーション」や「異文化コミュニケーション」を掲
げるようになったと中川（2016）は説明している。更に、加速するグロー
バリゼーションの時代の中で、多様な文化背景を持つ人々との関係を基礎
とする異文化間コミュニケーションの重要性が広く認識され、現在では
様々な視点からの研究と教育実践が行われている。
特に久保田ら（2010）は、文化の違いをある程度固定的に捉えコミュ
ニケーションへの影響を統計的に捉える実証主義的アプローチと、人間を
「客体」として観察するのではなく「主体」として捉え人間関係に着目す
る解釈主義的アプローチを比較し、前者は客観主義、後者は構成主義を基
礎とするパラダイムであるが、現在の異文化間コミュニケーションの潮流
は解釈主義的アプローチにシフトしていると説明している。解釈主義的ア
プローチでは、文化は実態として存在するものではなく動的で流動性があ
るものと捉えるため、体験と内省の繰り返しの中で知識が構成されるとの
考えの下、様々な工夫を凝らした体験型教育が実践されていると詳説して
いる。このように、現在のICC研究では、「ある文化はどのような特徴を
持ち、人間の認知や行動にどう影響を与えるか」という実証主義的な立場
から、「個人は異文化をどのような文脈でどう理解するか」という立場（箕
浦，2003）へとパラダイムシフトしており、それを反映し机上の学びや理
解だけでなく、批判的に分析し文化の多様性への気づきを促すような実践
重視の授業例が多く報告されている（久保田ら，2010）。
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実践形態としては主に３種あり、英語の授業内、異文化理解などの関連
科目の専門的な講義内、単発的な講演などがあるが、特に、英語の授業内
でのICCの取り扱いについては、コミュニケーション力向上を目指すため
の外国語教育という視点から異文化トレーニングを英語の授業において導
入する意義も認識されている一方で、英語運用能力育成を主目的とするた
め時間的制限や評価設定の難しさ、人材不足などの理由から、理論的背景
の説明や内省などの目的が達成されず、その扱いが表面的になりやすいと
加藤（2009）は警鐘を鳴らしている。つまり、異文化トレーニングで育
むのはあくまで異文化間能力であり、英語教育から独立した専門的な関連
授業内での育成が望ましいことが窺える。
2.3. 異文化間コミュニケーション能力と異文化間コミュニケーション教育
八代ら（2009）は、異文化間コミュニケーションの定義として「自分
と相手の共生共栄と相互尊重のために行う情報交換、情報共有、共通の
意味形式行為である」（p. 30）としているが、ICC能力とは何なのだろう
か。先述の通り、多文化共生社会では、異文化の相手とのインタラクショ
ンを通して他者理解の過程で自己を再認識すること（Kramsch，1993）が
外国語教育において重要な目的だとされ、近年、対象言語の知識や運用
能力の実際的なスキルだけでなく、異文化の側面における意義が強調さ
れている。特にヨーロッパでは、ヨーロッパ言語共通参照枠（Common 
European Framework of Reference for Language：CEFRE）（Council of 
Europe, 2001）が欧州評議会により発表され、「異文化間技能 （intercultural 
skills）」として「自文化と多文化を関係づけることができる力」（p. 104）
や「異文化間の誤解や衝突に対して効果的な解決ができること」（p. 105）
などが明記されている。
Byram（1997）は、言語教育に必要な文化的能力を異文化間コミュニ
ケーション能力（Intercultural Communicative Competence）と呼び、
態度（attitudes）、知識（knowledge）、技能（skills）、価値観への気づ
118
宮　里　恭　子
き（awareness of values）の４分野からのアプローチを提唱している。更
に、Deardorff（2006）の異文化間能力のピラミッドモデルでは、態度、知
識、スキルに加え、望ましい内的・外的結果が追加され、態度の上に知識
とスキルが置かれ、その結果、新しい環境への順応性や共感力などの内
的結果が築かれ、最後に適切な行動へと導かれると説明している。また
Bennett（1998）は、相手の文化に対する認知という意味での知識力、相
手の文化に適したコミュニケーションスキルである行動力、相手の文化を
学ぼうという意欲や態度などの感情力の３つを異文化間能力（intercultural 
competence）であると定義し、この３つを向上させることで文化相対
主義的アプローチ（Bennett, 1998）、つまり、自文化と目的文化に敬意
を持ち、異なる価値観や視点から物事を判断し、文脈に応じたコミュニ
ケーション、が可能になると説明している。更に、Reid & Spence-Oatey 
（2012）は、学士課程で身に着けるべき異文化間能力として、情報収集能
力、柔軟な思考力、柔軟な行動力、共感的人間関係構築力、言語能力、自
己説明能力、他者に傾聴できる能力、自己認識力、人格的強さ、冒険心な
どを挙げている。
それでは如何にICC能力は育まれるのだろうか。上述の通り、ICC能力
は「認知的」「感情的」「行動的」側面があり、これら３方向から総合的に
育成する必要があるが（Bennett, 1998）、川那部（2006）によると、実際
には認知的な局面が偏重され後者の２つの取り組みには遅れが見られると
言う。薮田（2015）も、知識として知っておくだけでは不十分で、経験
や葛藤を乗り越えて自己変容が起こることで態度が醸成されるため、他者
とのかかわりやコミュニケーションの機会を通して、内省と分析の機会を
提供することが重要であると述べている。具体的には協働学習やグループ
学習、プロジェクトなどが効果的であり、その活動を行うのに必要な知識
を与え、活動後には内省活動をすることを提案している。
学習環境に関しては、留学生と日本人学生との混成授業の有用性が指摘
されており、特にどちらか一方ではなく、双方向からの異文化交流教育の
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重要性が多くの研究者によって強調されている（和泉元・岩坂， 2015; 坂
本，2013; 永井・南浦，2014）。特に江淵（1991）は、「異質の要素をもつ
留学生の受け入れは、新しい着想を促したり、大学における教育や指導の
システムあるいは学位制度などの変革や改善の起爆剤となる可能性をもっ
ている」（p. 17）と述べており、野沢・坪田（2005）も、留学生と日本人
学生の双方から交流への強い希望が示されており、授業という枠組みで実
施することにより、単なる交流にとどまらず学究的な交流や学びが提供さ
れると主張している。
しかし現実的には、日本人学生との接触の機会不足を不満に思う外国
人留学生が多いと加賀美（2006）は報告しており、留学生が放任され効
果的な交流が進んでいない実態が浮き彫りとなっている。事実、1980年
代には１万人未満だった海外からの日本の高等教育機関への留学生は、
2016年度には239,287人となっており（学生支援機構，2019）、坂本（2013）
は留学生の受け入れ数増加に伴って文化・言語背景や留学の目的なども多
様化し、留学生のニーズに即した学習環境と支援体制の整備が求められて
いると説明している。
これらの先行研究を元に、如何に「異文化間コミュニケーション」の授
業内で、学生のICC能力が育成できるか、特に、文化への気づきや価値観
などの変容などが起こりうるかを調査すべく、以下に述べる研究を実施す
ることとした。
3. 本研究の概要
3.1. 「異文化間コミュニケーション」の授業内容とシラバス
Triandis（1977）の理論的基準と、加藤（2009）による異文化トレーニ
ングの目的と方法の分類、及び、Yoshida（2006）による異文化トレー
ニングの授業実践報告を参考にして、15回分の授業を構成した。加藤
（2009）によると、異文化トレーニングには３つのレベルが存在し、特定
の文化や文化一般の情報を講義形式によって情報を与える「知識レベル」
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には、社会規範、対人関係のルール、日常生活様式や偏見、自文化中心主
義などの概念的な内容を含み、第２の「情動レベル」は、自らの感情を知
りそれを制御するために、ワークシートやシュミレーションゲーム、ロー
ルプレイなどの異文化疑似体験を基に態度の変化を促し、第３の「行動レ
ベル」はDIEメソッドなどによってどう行動すべきか、相手を尊重しつつ
より効果的な行動が取れるかを実践すると言う。また水田（1989）は、
受講者のニーズや文化背景、慣れ親しんでいる学習スタイル、異文化体験
の有無などの様々な方面からプログラムを構築すべきだとしており、これ
らの観点に加え、時間的、環境的な制約を考慮し、本講座のシラバスを編
成した。
受講者のニーズに関しては、中学・高等学校段階で体系的な異文化理解
教育がほとんど実施されていない実情に鑑み、自文化と異文化の認識レベ
ルに加えて、ICCの定義や文化についての知識レベルの内容の充実が肝要
だと判断し、この部分の伝達に多くの時間を費やすこととしたが、単なる
知識の伝授ではなく主体的な学びへの移行を意図しながら指導した。手法
としては、体験学習を組み込んだ実証主義的アプローチによる知識の伝達
から開始し、次第に内省を含めた解釈主義的アプローチに到達できるよう
に段階的に指導した。
授業は90分を週一回、半期で計15回実施し、初回のオリエンテーショ
ンと総復習の第14回目を除く全ての回で、シュミレーション、事例分
析、異文化トレーニングタスク、グループディスカッション、クラスディ
スカッションなどの活動を実践し、学生間の協同作業を通して具体的・体
験的事象の機会を提供した。15回の授業内容は以下の通りである。
121
授業における日本人学生の異文化間コミュニケーション力育成
表１: 「異文化間コミュニケーション」シラバス
（略語　GD: グル プーディスカッション，CD: クラスディスカッション，GP: グル プープレゼン）
週 内容 活動
1
コース説明, 異文化間コミュニケーション
を学ぶ理由, 授業前アンケート
2
Awareness（認識レベル） 
⃝ 文化とは？コミュニケーションとは？異
文化間コミュニケーションとは？
⃝ 価値観・文化の次元
⃝ 留学生のゲスト
⃝ グループディスカッション（GD）: 好き
なことわざ, ドナの話
⃝ ケーススタディー: 異文化トレーシング
（常識と非常識）
3
Knowledge（知識レベル）
言葉によるコミュニケーション（コミュニ
ケーションスタイル, 高/低コンテキスト, 
自己開示）
ケーススタディ
（恵子とジェーン）
4
非言語コミュニケーション ①
（動作学, 空間学, 接触行動, 準言語, 時間
学, 人工品）
アイコンタクト実践, あなたなら（時間の
文化差）
5
非言語コミュニケーション ② グループプレゼン（GP）: 世界のジェス
チャー
6
教育における文化の影響 ① ⃝ 事例分析（個人主義と集団主義）, 
⃝ GD: 教師としてのモットー, アメリカ人
小学校教師のモットーとの比較
7
教育における文化の影響 ② ビデオ鑑賞（Preschool in Three Cultures:
日米中の幼稚園教育のビデオ）とクラス
ディスカッション（CD）
8
ビジネスにおける文化の影響 ① GD・CD: 海外派遣者ハンドブックの内容
（日本企業の海外での文化衝突事例分析）
9 ビジネスにおける文化の影響 ② GP: 世界の商習慣
10
ビジネスにおける文化の影響 ③ ビデオ鑑賞（The Colonel Comes to Japan: 
ケンタッキー・フライドチキンの日本適
応）とCD
11
Emotion（情動レベル）
カルチャーショック（UカーブとWカーブ）
カルチャーショックシュミレーションゲー
ム: バーンガ
12
偏見・先入観 ビデオ鑑賞（The Class Divided: アメリカの
小学生偏見体験）とCD
13
Skills（行動レベル）
DIE method 講義（異文化による誤解を解
くスキル）
ビデオ鑑賞（A World of Diversity）とCD
14
異文化適応（異文化の捉え方，態度，適性
の養成）の講義, 授業内容の総復習
授業後アンケート, 最終レポートの説明
15 DIE実践・授業評価 GP，CD（自分に起きた衝突をDIEで解析）
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使用教科書は、「改訂版異文化トレーニング―ボーダレス社会を生き
る」（八代ら，2009）で、各回の要点や資料、参考文献をまとめたオリジ
ナル補助教材「異文化間コミュニケーションハンドアウト集」も併せて
使用した。ハンドアウト集に使用した文献は、「異文化コミュニケーショ
ンワークブック」（八代ら，2001）、「The Essential 55」（Clark，2004）、
「Gestures：The Do’s and Taboos of Body Language around the World」
（Axtell，2008）、「Kiss, Bow or Shake Hands」（Morrison et al., 1994）、
「海外派遣者ハンドブック」（日本在外企業協会，2007）などで、授業中に
使用したDVDは、「Preschool in Three Cultures」、「The Colonel Comes to 
Japan」、「A Class Divided」、「A World of Diversity」などである。
授業を行う際の留意点としては、オーセンティックな文献資料やビデオ
を多用し、グループディスカッションの機会や体験活動を多く取り入れ
た。更に、教員や学生による実体験を随所に盛り込みながら、授業の節目
にはそれまでの内容に対する学生の感想をクラスで発表してもらったが、
その際、意見を述べやすい環境を創出するため、笑いの多い明るい活発な
雰囲気にすることを心がけ、学生の意見をその日のトピックに関連付けて
教師がまとめるなど、どんな些末な発言も歓迎する体制を構築し、対話式
講義を実践した。
更に、5～6人の小グループで15分程度グループディスカッションを行っ
た後、代表者が議論した内容をクラスに報告するという形式を採用した。
自分の意見を述べることに抵抗感がある日本人学生の消極的な授業態度を
克服すべく、初段階では小グループで自分の意見を述べることに慣れさ
せ、段階的にクラスでの発表に繋げるよう工夫した。またできるだけ知ら
ない人と多く交流するため、その都度担当教員が異なるやり方でランダム
にグループ分けを行った。
また例年、アメリカ、タイ、台湾、ブラジルなどからの外国人留学生が
3～9名程度履修しているが、今年度は日本語関連科目との時間割の重複
により履修者がおらず、留学生と日本人学生の混成授業を実施することが
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できなかったため、第二回目にアメリカ人学生１名とタイ人学生１名の計
２名をゲストとして授業に参加してもらい、交流の機会を設けた。
3.2. 本講座の授業目標と評価基準
授業目標については、学びを知識レベルから情動・行動レベルに発展さ
せるということを主目的とし、以下の４つを設定した。
1. 個人の価値観や慣習などを異文化との比較により認識し、様々な文化
の知識を身に付ける。この過程で、自文化を客観視したり自文化と他
文化を関連付けて捉えながら、日本文化や自分自身の理解を深める。
更に、文化にまつわる感情について体験しながら考え、異文化適応の
スキルを学ぶ。
2. 様々なテーマについてグループやクラスで意見を出し合う中で、自分
と他者との違いについて発見し、内省しながら文化やコミュニケー
ションについて深く考える。
3. 英語の文献などをグループで読解し発表したり、英語のDVDを見るこ
とを通して、英語を介して異文化を理解する。
4. 小グループでのディスカッションにおいて、メンバーとの意見交換や
調整を通して自分の意見を提示することに慣れると同時に、クラスで
の報告など、クラスで発表することにも抵抗感なく取り組める。
小学校コースの他専攻免許履修者（英語）、英語教育専攻の学生の合計
53名が対象学生であるため、英語の文献・資料やビデオを多用し、英語
に触れながら異文化を学習することも目標の一つに含めた。また、発表の
訓練の場として、学生の積極的な授業態度なども本授業の目標に組み込ん
だ。
評価基準については、異文化間能力を数値で表記することは困難なた
め、学ぶべき概念や知識に関する従来の筆記試験（マークシートと記述
式）に加え、英語で書かれた世界のジェスチャ （ーAxtell, 1997）、または、
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世界の商習慣（Morrison et al., 1994）に関するグループプレゼン１回、
異文化スキルDIEの分析小レポート、更に、振り返りの最終レポートで総
合的に評価した。北出（2010）も指摘する通り、異文化への姿勢や知識
に関する講義型の授業では、特に異文化体験の少ない学習者にとって、ス
テレオタイプを強調することに終始してしまい批判的な文化的気づきを促
すことができない可能性があることから、内省による学びを重要視し、全
体の成績基準を筆記試験40％、グループプレゼン15％、DIEの小レポート
10％、振り返りの最終レポート25％、態度・出席10％とした。
最終授業では、学びの全体像を振り返る「授業後アンケート」を実施し、
最初の授業時に実施した「授業前アンケート」を返却して、２つのアン
ケート調査を照らし合いながら、学生に異文化に対する意識の変容を実感
させ、それを基に最終レポートを作成するよう指導した。
3.3. 研究方法
調査の対象となったのは、平成29年春学期に著者担当の「異文化間コ
ミュニケーション」を受講した本学英語教育専攻の学生29名と、他専攻免
許（英語）取得のため選択必修科目の一つとして履修している小学校コー
スの学生24名の合計53名である。履修登録時の人数は58名であったが、
最終的にアンケート調査に参加したのは53名である。初回授業時に実施
した「授業前アンケート調査」（付録１）と第14回目に配布した「授業後
アンケート調査」（付録２）、及び、これらを参照しながら作成する「最終
レポート」を分析資料とした。
「授業前アンケート」については、受講生がどのような理由で異文化に
興味を持ち本講座を受講しているかを把握するため、初回の授業で受講理
由、異文化に対するイメージや期待などの質問項目に自由記述する形式で
調査した。更に、本講座の授業内容の評価と学びの自己評価を主目的とす
る自由記述欄を含む多肢選択36項目で構成された「授業後アンケート調
査」を作成、配布し、定期試験終了後に回収した。これら２つのアンケー
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ト資料を基に、本講座を受講して異文化に対する見解にどのような変化が
起こったのかを、自らの体験に照らし合わせながら内省し振り返る「最終
レポート」を課した。以上の３点の資料から授業内容や活動の意義や効
果、改善点を検証し、履修学生の学びについて調査を実施した。
4. 調査結果・分析
4.1. 授業前アンケート調査
過去の異文化・海外体験や異文化教育歴、異文化・自文化へのイメージ
などを調査するべく、初回に簡単な記述式のアンケートを実施した。更
に、このアンケートを第14回目に返却し、受講前と受講後で異文化や自
文化に対する意識にどのような変化があったかを実感させ、最終レポート
を記すための参考資料とした。回答人数は50名である。
まず、過去に受けた異文化教育については、本講座の準前提科目である
「異文化理解」の授業以外は、体系的な教育は中・高等段階ではほとんど
受けておらず、最も回答が多かったものとして、小学校から高等学校まで
のいずれかの教育段階におけるALTとの交流が20名で、内容としてはALT
が自国の文化について英語や外国語活動などの授業の中で紹介するなど、
英語教育の一環としての文化紹介に留まるものだった。また、中・高での
交換留学生（オーストラリア、アメリカ、フランス、ドイツなど）との交
流が７名、在日外国人児童生徒（フィリピンとペルー）との友人関係が２
名など、同じクラスでの出会いが２割程度あることが報告された。更に、
中・高での地理や英語の授業における世界の国々の学習が５名、小学校
で「外国のことを調べよう」などの授業が１名だったことから、単発的で
はあるものの異文化についての授業が実施されているケースが認められた
が、その数は１割程度に留まっていることからも、大学入学以前に体系的
な異文化教育がほとんど実施されていない状況が窺える。
過去の海外経験に関しては、未経験者が24名と半数近くを占めるが、半
数の学生が何らかの海外経験を有していた。内容は、本学開催の２週間の
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インディアナ研修が７名、１週間のハワイ研修が４名、台湾研修が１名の
延べ11名に加え、１か月程度のカナダやオーストラリアへの短期研修が
３名、２～３週間程度の英語圏へのホームステイ経験者が７名、１週間程
度の海外研修が３名、アメリカへの１週間の修学旅行が５名、１週間程度
の個人・家族旅行が２名と、複数回答を含むものの、短期の英語圏への語
学研修などへの参加者が多いことが判明した。海外経験者のカルチャー
ショックについては、その大半が習慣や食べ物に関するごく初期の段階
に留まっていたが、中には、「誰も助けてくれないんだな。外人だからと
言って特別扱いせず、日本のように手伝ってあげようというのがなく驚き
ました」という記述があり、異文化との葛藤が一例報告された。
更に、本講座への期待や今後の海外・異文化経験については、１名を除
く全員が将来何らかの異文化体験を希望しており、「様々な文化を持って
いる人たちと共存していけるようにするために何が必要なのか学んでみた
い」「多くの国の方々と交流し、偏った考え方を捨て、広い視野を持って
何事にも取り組めるようになりたい」「異文化人とはどのような距離の詰
め方をすればいいのか知りたい」「異文化といかに付き合っていくのか、
また異文化を受け入れるためにはどのような教育・知識が必要なのかを学
びたい」など、異文化に対して高い関心を有していることが明らかとなっ
たが、「したいとは思いません。自分の国のマナーもちゃんと理解してい
ないのに、体験したら頭がいっぱいになりそうです」との記述があり、内
向き志向の学生の心境を吐露したケースも散見できた。
異文化の知り合いについても、海外渡航時にできた友人が７名、本学の
交換留学生が７名、家族の知人３名、バイト先の同僚１名に加え、母親が
フィリピン人の学生が１名、南米系の外国人が多く住む地域の出身で南米
の友人がいるという学生が１名など、急増するニューカマーと呼ばれる在
日外国人との血縁や友人関係が認められるケースも報告された。
異文化に対するイメージなどについては、「日本に歩み寄ってくれる」
６名、「明るくパワフル、フレンドリー」が６名、「未知のことでワクワク
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する」が５名、「かっこいい」３名など、ポジティブなイメージを持って
いることが判明した。また、自文化に対しては、「自文化でも知らないこ
とがあり自文化を学びたい」が４名、「日本人は日本の文化が一番で他国
の文化にはマイナスのイメージがあり警戒心が強い」などの見解が４名、
「日本の文化は美しく誇らしい」が３名で、「違いが面白くそれを学びたい」
が７名あり、文化を客観視する姿勢も一部認められた。更に、将来教員と
して行うべき異文化理解教育について言及した学生が２名いた。
以上の結果から、半数の学生が何らかの海外経験を有し、異文化学習に
興味を持っている者が大半であるものの、大学入学以前に体系的な異文化
教育はほとんど受けておらず、受講前の文化への知識・見解はごく表面的
であることが判明した。
4.2. 授業後アンケート
第14回目に、授業の内容や活動、授業運営、到達目標に関して、学生に
よる４段階の選択式数値評価を実施した。更に、具体的な感想や授業の要
望・改善点を自由記述欄に記してもらった。回答者は最終履修者53名の
うち49名で、評価をつけなかった（し忘れた）項目については、その項
目の回答総数で平均値を算出した。アンケート項目と平均値の結果は以下
の通りである。
（授業項目）
１　文化・ICCの意義／定義などの講義
２　価値観・文化の次元の講義
３　好きなことわざのGD・CD
４　ドナの話の価値観GD・CD
５　異文化トレーニング（常識と非常識）
６　言葉によるコミュニケーションの講義
７　ケーススタディ（恵子とジェーン）
８　世界のジェスチャーのGP
９　非言語コミュニケーションの講義
10　アイコンタクト実践
11　あなたなら（時間の文化）
12　事例分析（個人主義と集団主義）
13　小学校教員だったら？モットーの
GD・CD
14　アメリカ人小学校教師のモットー比
較GD・CD
15　 幼 稚 園 比 較 ビ デ オ （Preschool in 
Three Cultures）
128
宮　里　恭　子
16　海外派遣者ハンドブックのGD・CD
17　世界の商習慣GP・CD
18　KFCの日本適応ビデオ
19　異文化体験シュミレーションゲーム
バーンガ
20　カルチャーショックの講義
21　偏見の教育ビデオ（The Class Divided）
22　DIE法講義
23　DIE法ビデオ（A World of Diversity）
24　異文化適応の講義
25　DIE法GD・CD
（授業運営・達成目標、その他）
26　教員の体験談
27　クラスメートの体験談
28　ゲスト留学生の話
29　グループディスカッション
30　クラスディスカッション
31　グループプレゼン
32　振り返りの最終レポート
33　目標１（文化の知識、自文化と他文
化比較、感情とスキル）
34　目標２（自分と他者との違い）
35　目標３（英語による異文化学習）
36　目標４（自分の見解を発表する）
表２：各項目の数値評価平均
項目番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9
平 均 値 3.64 3.85 3.37 3.68 3.72 3.73 3.63 3.76 3.78
項目番号 10 11 12 13 14 ⓯ 16 17 18
平 均 値 3.44 3.46 3.62 3.55 3.52 3.78 3.59 3.5 3.41
項目番号 19 ⓴ ㉑ ㉒ 23 ㉔ 25 ㉖ 27
平 均 値 3.42 3.76 3.8 3.86 3.62 3.71 3.61 3.8 3.65
項目番号 28 29 30 31 32 ㉝ 34 35 36
平 均 値 3.46 3.62 3.62 3.54 3.67 3.74 3.6 3.37 3.49
項目の１～25までは、授業内容や活動についての評価で、26~36は授業
運営や目標達成度などについて尋ねたものである。36項目の総平均は４
段階中3.62で、うち１～25までの各授業構成要素についての平均は3.63、
26～36までの授業運営・達成目標などの平均は3.6であり、授業項目や授
業運営共に良好な評価を受けた。ここでは3.7以上の特に評価の高かった
項目と3.5を下回った項目についてその背景を詳しく分析したい。
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4.2.1. 高評価の要因
教材の適合性と体験談を組み込んだ講義
まず、3.7以上の高評価を得た項目は、四角で囲った項目２，５，６，８，
９，15，20，21，22，24，26，33だ が、 全12項 目 の う ち、 ２，６，９，
20，22，24は講義項目であり、本講座で扱った全ての講義が非常に高い評
価を受けた。この理由の一つに「教科書の内容がとても興味深かった」と
いう記述があったことから、教材・授業内容そのものが関心を引くもので
あったと考えられる。更に、講義を分かり易くするため、教員の体験談を
随所に取り入れたことも一因であろう。事実、項目26の教員の体験談につ
いても3.8という高評価を得ており、自由記入欄や最終レポートなどにも
「教員の体験談が興味深かった」「体験談を聞いて海外に行きたいという気
持ちが大きくなった」などの記述が見られた。このことから教員の体験談
が学生の講義の理解や態度に重要な影響力を与えることが示唆される。
また、ビデオを含む補助教材の評価も高く、５の異文化トレーニング
は参考図書である「異文化コミュニケーションワークブック」（八代ら， 
2001）の中のアクティビティーを使用しており、項目15の日・中・米３
か国の幼稚園教育の比較ビデオ （Preschool in Three Cultures）や、項目
21のアメリカ人小学生を対象とした目の色で偏見・人種差別を体験させ
る教育ビデオ（The Class Divided）など、ここでも教材の内容そのものが
効果的であったと考えられる。特に、教育学部の学生にとって、教育への
異文化の影響に関する題材は大きな関心事であり、教科書や補助教材、視
聴覚教材の内容の充実度がこれらの良好な結果を導いたと推測される。以
上のことから、学習者が価値観について発見を促されるような効果的な資
料が扱われ、適切なインプットデータをわかりやすく提供できることが授
業の成功への鍵となると言える。
学生による協働作業
項目８の「世界のジェスチャー」についてのグループプレゼン（GP）
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も高評価であったことは注目に値する。このプレゼンは、履修学生の内
41名が関わっており、４～５名の小グループで、世界10か国のジェス
チャー（日本、タイ、中国、韓国、ブラジル、メキシコ、アメリカ、ス
ウェーデン、スペイン、アラブ諸国）について３～４ページ程度の英語文
を読解し、その内容を日本語で発表するという課題である。読解作業と発
表準備は授業外で自主的にグループメンバーと協力して行われるため、
往々にして学生からは時間と手間のかかる労苦として疎まれがちだが、世
界のジェスチャーという興味を引く内容であったことと、学生自身が発表
したり発表を聞いたりすることで、様々なジェスチャーに関する知識を主
体的に得られたことが高評価につながったと考えられる。自由記述欄にも
「自分で和訳したことを発表できて楽しかった」などがあり、達成感が感
じられる活動であったことが窺える。ちなみに、残りの17名は項目17の
世界の商習慣に関するGPに関わっており、ここでも同様に６か国（ドイ
ツ、インド、ブラジル、ロシア、マレーシア、エジプト）の商習慣に関す
る英語文を２～３名で協力して読解し発表するものであったが、ビジネス
における習慣よりジェスチャーの方が評価が若干高かった背景として、ト
ピックが身近でより関心の高いものであったことが考えられる
授業運営や達成目標については、項目33の「文化の知識を身に付けなが
ら自文化を客観視し自文化や自分の理解を深める」という目標に対して、
3.74という高い自己評価が報告された。自由記述欄にも、「自文化を改め
て分析することで、今まで当たり前だと思っていたことが当たり前ではな
いと知ることができた」、「自文化についてあまり理解できていなかったこ
とに気づいた」、「自分の価値観がいかに狭かったのかわかり、異文化のこ
とをもっとたくさん知りたいと思った」などが報告されたことからも、本
講座を通して、文化の知識を深めながら自文化と多文化を関係づける力
や、異文化への態度や価値観への気づきなどが醸成されたと言える。
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4.2.2. 課題の要因
一方、評価が3.5に満たなかった項目は下線の３，10，11，18，19，
28，35，36の８項目であり、ほとんどが3.4台をマークしていることから
ほぼ満足のいく内容だったと考えられるが、以下に他の項目と比べて平均
が多少低かった背景について分析したい。
参加のばらつきと消極的授業態度
まず、項目３は自分の価値観を表す好きなことわざを３つ挙げてグルー
プでディスカッション（GD）するという活動だが、36項目中最も低い3.37
だった。この理由として、当該活動が第２回目の授業で行われたこともあ
り、初回の授業に参加していなかった新たな履修者や課題を忘れた学生が
予め自分の好きなことわざを用意していなかったため、価値観のディス
カッションに十分参加できず充実した時間を過ごせなかった可能性が挙げ
られる。自由記述欄にも「宿題をやって来ない人がいて、GDの時にスムー
ズに話し合いできなかった時があった」という記述があったが、一方で、
「他人の価値観が垣間見られてとても勉強になった」、「タイからの留学生
が教えてくれた『はげに櫛』は『暖簾に腕押し』『豚に真珠』などの日本
のことわざに共通しており、これを発見できて興味深かった」などが報告
され、課題をしてきた人とそうでない人で評価が二分したことが一因だと
考えられる。
また、項目10「アイコンタクト実践」と項目11「あなたなら」という異
文化トレーニングは共に「異文化コミュニケーションワークブック」（八代
ら，2001）から引用した活動だったが、アイコンタクトについては、「30
秒見つめ合うということがむずかしかった」「とても緊張して全くできな
かった」という感想が自由記述欄に認められたことから、このアクティビ
ティーの意義ではなく、活動そのものの難しさで評価した可能性も否定で
きない。また、「あなたなら」という時間についての感覚に関するトレーニ
ングは、扱いが時間的にも量的にも少なく印象が薄かった可能性がある。
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項目36は自分の意見を積極的に発表するという目標達成に関するもの
で、数値評価は3.49だったが、多くの日本人学生が授業に消極的で講義形
式をむしろ心地よいと感じる傾向にある中、3.5に近い数値は決して低く
はなく、むしろ効果があったと推察できる。自由記述欄にも「人前に出る
ことが苦手だったがプレゼンで克服することができた」「英教（英語教育
専攻）の人や学年の下の人など多くの人と関われて話をできてとても勉強
になった。英教の人は自分の意見を言える人が多く、児教（児童教育専攻）
にはない部分を見ることができた。私ももっと自分の意見を積極的に口に
出せるようになろうと思った。」など、難しいながらも不足部分を自覚し
ており、ある程度目標を達成できたことが窺えた。この背景には、少人数
のグループディスカッションを実施した後にクラスディスカッションに繋
げる手法を取り入れたことがあると考えられ、学生自身もこの点を認識し
ており、「グループのメンバーとたくさん話をしつつ自分の経験について
振り返ることができてよかった」「価値観の違い、常識の違いがここまで
大きいとは思わなかった。グループでの話し合いがとても充実していて、
よい活動だった」などの声も聞かれ、特に毎回グループのメンバーを変え
て様々な人と活動したことに対しても評価されており、「GDやCDで多く
の人の違った意見が聞けたのが新鮮でした」などの感想が少なくなかった。
英語教材の難易度
項目18のケンタッキー・フライドチキンの1980年代の日本市場進出に
ついての英語ビデオは、WBCテレビのアメリカ人向けの教養番組で、使
われている英語のレベルが高く話される速度も速かったため、日本人大学
生には理解が難しかったことが予想される。
それに関連し、英語を介した異文化学習についての目標達成度を問う
項目35は、全項目中最低の3.37で、この目標達成が難しいことが確認でき
た。「意味が分からないまま終わってしまうところもあったので、字幕だ
けでもつけてもらいたいと思った」など、英語が難しく内容理解が十分で
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ないことを不満に思う学生も数名おり、英語学習者用に簡易表現などを
使ってコントロールされた英語ではなく、あくまでネイティブスピーカー
対象のオーセンティックな英語のDVDを用いたことが原因であるが、こ
れについては今後、英語の字幕入りのDVDを使用するなどの工夫を加え
て、学生の抵抗感を軽減したい。
授業手順の不備と留学生との混成授業の不足
19のトランプを使ったカルチャーショックのシュミレーションゲームで
あるバーンガについては数点評価が3.42で、これは大人数クラスでの実施
による指導手順の不備が主原因であると考えられる。58名のクラスサイ
ズでトランプゲームをするため、想像以上に準備時間が取られ、アクティ
ビティーそのものの時間が足りなくなって、ゲームを２回で切り上げなけ
ればならなかった。事実、「もっとゆっくり時間をとってバーンガをする
べきだった」という指摘が５名あり、「追い込まれた気持ちになりよい経
験になりました」や「授業内でこのような体験活動が増えるともっと面白
くなるかと思います」「悪いことだとわかっていたとしても自分が強い力
を持った側の人間だとわかると気の持ちようや性格などすべてが変わって
しまうのだと感じました」など、シュミレーションゲームを評価する声が
多数あったにもかかわらず、教員の実行プロセスに問題があったことが反
省点である。
また、項目28の留学生との交流についても、交流そのものに対しては高
評価であったものの、交流機会が１回のみという頻度の低さが原因であっ
たと推察できる。過去には３～７人の留学生が履修していたが、今回は留
学生の履修者がいなかったこともあり、タイ人とアメリカ人留学生の二人
に２回目の授業にゲストとして参加してもらったが、理想的には留学生が
少なくとも複数名いるような混成授業が望ましい。「留学生にもっと来て
もらいたかった」などの声は３件あり、今後は履修留学生が少ない場合
は、複数回に亘り留学生を招聘するなどの仕組みが必要であろう。
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4.2.3. その他指摘された点
上で取り上げなかった数点評価が3.5～3.7未満についての項目に関して
も、注目すべき点が自由記述欄にいくつか認められた。特に、項目４の
「ドナの話」が高く評価され、「５人ほどの少人数でも考えの違いを感じる
ことができた。違う考え方をする人の説明はとても面白く感じた」「とん
でもなく盛り上がった」など、近い人々の間の価値観の違いに驚かされた
という声が聞かれ、自己と他者の比較から価値観の違いを実感させるアク
ティビティーの有用性が明らかとなった。
また、項目23，25に関連するDIE法実践についても評価が高く、「これ
から日常生活でも使えそうだと思った。話をしっかり冷静に聞いたり、伝
えたりすることを大切にしようと思った」「小グループのプレゼンではお
互い共感しながら進めて行けて面白かった」「自分の考えを相手に伝える
ことの大切さを実感した」「あの時相手はどう考えていたのか、自分はど
んな考えだったのかを表にまとめるのが楽しかった。たとえ家族であって
も価値観の違いで亀裂がはいってしまうことがあり、一言でもコミュニ
ケーションを取る大切さが身に染みる」など大きな反響があり、日頃の人
間関係で悩む大学生が解決法の一つとして高い関心を寄せたことが窺え
る。また、項目14のアメリカ人小学校教師のモットーについても興味が
示され、「今後に活かせそうな部分が多かったので、大切に保管しておき
たい」との記述が見られた。
更に、全員の声とは捉えられないものの、知識を内面に取り入れて思考
し意識の変容を感じさせるレベルに達した回答も多く見られた。例えば、
「この授業を受けて新たに学んだこと」に関して以下の見解が報告された。
・ 同じ国の中でも文化の違いはあるということ、日本人だから皆同じであるという考
えをしていては深くかかわれない。一人一人違うのだから、アメリカ人だからこう
いう感じだろうという予想はしてもいいが、決めつけない方がいいと学んだ
・ 他の文化を知ることによって自分の文化について深く知ることができることです。
他文化のお蔭で自分の文化について改めて考えることができ、一つ一つの行動で文
化について少し考えるようになりました
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・ 話さなければ伝わらない、きちんと気持ちを伝えることを学んだ
・ 文化として表に見えているのは氷山のほんの一角であるということを学んだ
・ 毎回の授業の中で何かしら思うことがあり、それは体に染みていった
・ 私たちは私たちが思っている以上に他の国々の文化に対して偏見をもっているとい
うことです。日本人は親切で真面目な働き者とよく言われますが、実際はむしろ他
人に極力関わりたくない人が多いのではないでしょうか
・ 同じ国の同じ文化圏で生活している人の間でも「価値観の違い」という異文化が存
在するということを認識した
・ 異文化を知るには他者とのコミュニケーションが必要不可欠なのであり、そこに外
国語教育の本質があるのだと思いました
・ 多数派にいるだけでは少数派の立場が理解できないと気づきました
・ 自分の考えを今まで以上に客観的に見ることができ、新たな考えを自分の中で生む
ことができました。
・ なぜそう思うのか、どうしてそのような行動をしたのかを伝える必要がある
・ 外国を知るということは言語を知るだけではだめだということを学びました。異文
化がこれほどまでにコミュニケーションやビジネスなどに影響してくるとは思って
いませんでした
また、「この授業を受けて将来に向けて実践したいこと」として、自分
の進路に従ってこの学習成果を役立てようとする姿勢が認められる以下の
回答も寄せられた。
・ 海外に行く際には言語と共に文化も勉強し、頭に入れてから行くようにしようと
思った。どうせ行くなら最大に楽しんで友達も作りたいし、仲良くなりたい。その
ためには相手を理解しようとしなければならない
・ 教員になった時、ただ異文化に触れさせるため「民族衣装を着てみましょう」とい
う安易なものではなく、その国の内面的な文化を教えたい
・ 海外経験をしてみたくなった。教員になって子どもたちに異文化について話せるよ
うに、これからたくさん異文化体験する機会を見つけたい
・ 自分と異なる価値観を持った人と接するとき、それを否定するのではなく、そのよ
うな文化や考え方もあると考えるようにしたいと思います。また、こんな考え方
を、子どもたちにも伝えたいと思います
自由記述欄に書かれた授業の改善点としては、開講当初は60名近い履修
者がおり大人数のクラスだったため、人数制限を設け小規模化すること
や、留学生の履修者を増やすなどの要望に加え、グループ学習の時間を一
層多く取り入れることが挙げられた。また、より深く考えるための工夫と
して、「毎回の授業ごとに学習したことや感想が書けるプリントなどを配
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り、それをもとに最終レポートを書くようにするとよい」という具体的提
案もなされ、学んだことを効率よく復習し、考えることに繋げるための方
策を提案した学生もいた。更に、交換留学生の出身地の文化を調べ、実際
に留学生に質問するなどの活動をすることで、直接的にその国の文化を知
り日本との違いを比較することができるという提案もあり、主体的に意欲
を持って更なる異文化学習活動に関わることを希望する学生が確認でき
た。
4.3. 振り返りの最終レポート
第14回目の授業時に、初回に実施した「授業前アンケート」と「授業後
アンケート」を配布し、この二つを参考資料として、自文化や異文化、異
文化間コミュニケーションへの態度や意識にどのような変化があったかに
ついて振り返る最終レポートを、定期試験時に提出させた。授業での学び
を自分の経験と照らし合わせながら振り返り、自分の思考にどう影響した
かの内省を焦点とした課題だが、多くの学生が授業で得た知識が如何に自
分の意識や態度に影響したかを綴っており、大きな変化があったことが認
められた。特にドナの話とシュミレーションゲームバーンガについて次の
ような見解が報告された。
ドナのディスカッションの折、自分の順位付けが当たり前でないことや固定観念に
縛られて母親が一番優しく正しい人物だと決めつけていた自分に気づくことができ
ました。これは物語の中での話でしたが、実際に自分たちが生活する中での人間関
係でも「あの人は悪い人だ」「あの人は良い人だ」と決めつけていないだろうかと、
急に恐ろしいような不安になる気持ちにされらせました。自分にとっての人間関係
や価値観を見つめなおす機会になった、とても意味のある価値観ディスカッション
でした…自分の価値観は絶対ではないが、時々自分の価値観が絶対であると錯覚し
てしまうことを学びました。
海外に行ったことがないのでカルチャーショックを体験したこともありませんが、
この授業でカルチャーショックがどのようなものなのか、少しわかった気がしまし
た。違うチームに移り違うルールで他の人がプレイしていることに気づいたとき、
まるで苛められているような不安感を味わいました。周りは自分の知らない何かを
知っていて、誰も教えてくれない。この事実だけでこれだけ心細くなってしまうの
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かと驚きました。自分の価値観を相手に押し付けてはいけない。また、相手が違う
価値観をもっていたら最初から否定してはいけないということを学びました。大切
なことはお互いの価値観を認め合い、違う価値観があるから自分の価値観がわかる
という事実に気づくことだと思います。
相手は当たり前に思っていても自分にとってはそれが未知のことで何もわからない
孤独感があった。私は今まで異文化の中に一人で入っていったという経験がなく、
話を聞いてもピンと来ないことが多かったが、実際にゲームをしてみて少しはこう
いうことなのかと思うことができた。
このように、アクティビティーを通して自分の価値観にまで思考を巡ら
している様子が窺えた。日本人の学生間でも価値観を交えた議論はおそら
くほとんど経験しておらず、協働タスクの遂行を通して学生は様々な心理
状態を体験し、「なぜそのような感情を持ったのか」「自分はなぜそう解釈
したのか」など自己観察を行い、新たな価値観を発見・創造する様子が確
認できた。更に数人の学生は思考レベルでの自己変容を次のように表して
いる。
学習していくたびに、自分の見方や考え方が変わったり、視野が広がったりするこ
とが感じられた。また、クラスやグループ間でのディスカッションにおいても、
違った意見を聞くことができ、他人と意見交換することにより、楽しさや面白さを
感じることができた。自分の考えが変わったり、他の意見を自分の意見に加えて
いったりすることにより、より明確な意見になっているように感じた。
授業初回に書いた異文化アンケートの自分の回答を読み、いくつも今の自分と違う
部分を見つけて驚いた。きっとその驚いた分だけ、この授業を半年間受けて異文化
に対する理解の仕方が変わったということなのだろうと考え、この授業を受けてよ
かったなと感じた。
更に自分のアイデンティティーにまで言及した学生もいた。
自分のアイデンティティを肯定するために、個性と価値観を正義化・正当化し、そ
れにそぐわないものは悪に近いような認識をしていた。しかしこの授業で、世界に
は私が思った以上に様々なコミュニティ・文化・価値観があることを学び、価値観
や優先度は様々な個性の中で変化するということ、自身も己の価値観を絶対的な正
義であるかのように考えていた、ということに気づくことができたと授業を終えた
今、思う。受け入れることが出きれば、受け入れてもらえる。これこそがコミュニ
ケーションの本質であり、異文化コミュニケーションの意義でもあると感じる。求
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めるよりもまず、与えることから始まるのだということを学べた経験は私の人生の
中での財産になるだろう。この講義を受講してよかった....自分と価値観が似通った
人物でないと、良好な人間関係を築くことはできないと思っていた。だがこの授業
を通して、異文化の中で、異なる価値観を持つ者たち同士がどのように混ざり合う
べきかについての意義を知り、自分自身がどう溶け込むかについての術を知ること
で、価値観が異なっていても理解し合うことができるということ学んだ。
また、当初は自文化や英語圏文化だけを意識していたが、世界の様々な
文化を相対的に捉えることができた様子も報告された。
授業を受ける前は異文化間を「日本」と「英語圏」との間の話だと勝手に考えてい
た…これは、世界の中でも自国の文化が優れているのだという考えと、英語圏の文
化が影響力が強い文化で目立っているという思い込みだろうと、この授業を終えた
今、考えた。しかし、どの文化が最も優れているということはないのだということ
を学び、この考えが間違ったものであるということを意識できた。
これらの学習を通して、今後のコミュニケーションの在り方や、異文化
を身近な人々との関係に応用できると気づく学生も認められた。
外国人と交流することだけが異文化間コミュニケーションをとっているということ
だと思っていたが、この講義を受けその考え方が変わった。たとえ日本人同士で
あっても、価値観や受けてきた文化が異なれば、異文化間コミュニケーションを
とっているということではないだろうか。
ことわざやトランプゲームなど、身近なところから学べたおかげで、異文化間で起
こる差異が特別なものではなく、必然的に発生するものであることが感じられた。
これらは実際に外国人と交流したり海外留学しないと感じることができないと考え
ていたので、身近なところからも学べることに驚いた。
他の人とコミュニケーションをとる過程で、相手との間にどのような価値観の違い
があるのかを見極める能力を養うことが大切だと考える。その能力を養うために、
まず、相手の話をしっかり聞くことから実践していきたい。この講義では、人それ
ぞれに様々な価値観があることを改めて実感したが、相手と話す際にもその人がど
のような価値観をもっているのか話すことで、仮に自分と考えの異なることを相手
が話しても、冷静に物事を判断できるのではないだろうか。
最後にある学生の振り返りレポートを紹介したい。異文化を実体験する
ことはもちろん重要ではあるが、知識として学ぶことの意義も認識してお
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り、なぜ人前で自分の考えを述べることに抵抗感があったかなどを自己分
析し、内省を通した自己変容が如実に表現されている。
この授業を受講するまでは、異文化について理解するには外国人と関わっていく
ことが最重要だと思っていました。異文化の中で生活している人と実際に関わるこ
とで自文化との相互点・相違点を見つけていくことが異文化について理解すること
だと思っていました。またそういった交流を通して自分の偏った考えを捨てて広い
視野を持っていきたいと考えていました。しかし、これら自体が偏った考えだった
のではないかと思いました。異文化を理解するために外国人と交流することは絶対
条件ではなく手段の一つなのではないかと思いました。もちろん、文献などを通し
て異文化を理解することがすべてというわけでもないですし、机上の空論となり兼
ねないこともあると思います。しかし、異文化に対して何の知識も持っていない状
態で外国人と関わり、そこで多かれ少なかれカルチャーショックを受けることはコ
ミュニケーションの大きな障壁になるのではないかと思いました。授業を通して学
んだこと（例えばジェスチャーの意味やコミュニケーションスタイルの違い等）を
活かして交流をすることで学んだことを体験することができ、加えて授業では知り
えなかった新しいことに出会えるかもれません。そういったことから異文化を知る
に当たり体験的なものを重視するばかりでなく学びから知識を得ることも大切であ
ることがわかりました。
また、この授業を通して自分の意見を他の人に伝えることの楽しさに気づくこと
ができました。私はもともと自分の意見や考えを進んで人に伝えることが得意では
ありませんでした。会話は好きだけど伝えるのはそんなに…という感じでした。し
かし、この授業において自分の考えと人の考えが違うことの面白さに気づくことが
できました。例えばドナの話で、自分の順位付けとグループの人のものとが若干異
なっていたところがあり、理由や考えを聞いて「そういう考え方もあるのか」と当
たり前のことに触れることができました。正解も不正解もない問いだからこそこの
ような面白さがあるんだなと感じました。また、今までの自分は正解を出そうとい
う思いが自分には少なからずあったのだなとも思いました。だからこそあまり自分
の考えを伝える行為が好きではなかったんだなと思いました。これは異文化を知っ
ていくうえでも重要になる姿勢なのではないかと思います。これが正解、あれは不
正解、といった考えでは理解なんてできないし、ましてや受け入れることすらでき
ない気もします。正解不正解ではなく、違うことに驚き共通のことに楽しむスタン
スでいることが異文化を知るうえで必要なのではないかなと思いました。
このように、本講座で自他の文化への気づきが促され、自己変容のレベ
ルに達した学生が少なからず確認でき、更に実体験はもちろんのこと、知
識の重要性にも気付いた学生も輩出できた。また、レポートにまとめるこ
とで、本講座で扱った題材を自分の生活や経験に関連させながら、異文化
やコミュニケーションへの積極的な態度や歩み寄りの姿勢が芽生えたこと
140
宮　里　恭　子
が明らかとなった。
5. 考察
本稿では、著者担当の「異文化間コミュニケーション」の授業の中で、
講義や活動を通して、学びを如何に意識化、活性化できたか、更に内的成
長に繋げることができたかを自己分析により観察した。
対象学生は、もともと文化やコミュニケーションに対し興味を持ち、当
初から意欲をもって本講座に臨んだ者が多かったが、異文化間コミュニ
ケーションの基本的な理論を理解しながら、協働学習などの参加型学習を
通して、異文化への関心やコミュニケーションへの意欲を更に高めたり、
中には葛藤を通して自身の認識を変化させるなど、自己変容を伴う態度の
変化が認められた。また、授業内容を振り返り、自らの経験や思考と結び
つけながら最終レポートを作成することで、内省・分析する機会が与えら
れ、学びや体験を客観的に捉えて省察する様子を観察することができた。
以上の点から、実証主義的学習から解釈主義的学習への移行がなされ、本
講座がBennett（1998）の言うICC能力の「認知面」と「感情面」の向上
に寄与したということができる。
一方、「行動的」側面については、本講座では十分取り扱うことができ
ず、自己変容があったと答えた学生たちが、その後どのようにその意欲・
態度を継続し発展させていけるか、例えば、本講座の発展的異文化トレー
ニングの新たな設置や、交換留学・研修、留学生との交流などと連携し
て、いかに行動面のICC能力を育成できるか、実際的な異文化接触の機会
を増やして検証すべきだと考える。そのための新たな枠組みを提案した
い。
特に、相互学習型の日本人学生と留学生の混成クラスが、国際的な学習
環境の実現に寄与する可能性が高い。和泉元・岩坂（2016）によると、
日本人学生と留学生の交流を課外活動に位置付けた実践は多く報告されて
おり、主なものとして学生チューター制度（水元他，2005）があるが、
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これらの取り組みは大学の教育課程外に位置付けられるため、もともと異
文化体験に積極的な一部の学生のみが参加すると言う。一方、混成授業で
は、学びを教育課程の中で捉え多文化の授業環境を創設し、問題解決型、
プロジェクト型の協働学習をすることで、仲間意識を生み出し自然なコ
ミュニケーションが発生するなど、専門的学びへの深化や汎用的能力の育
成だけでなく、日本人学生の海外留学も促されると北海道大学留学生セン
ター（2014）は報告している。加賀美（1999）が指摘する通り、日本人
学生と留学生の対等な立場での交流は自然発生的には生まれにくく、両者
の協働活動などの教育的介入によって異文化間交流を整備していく必要が
あり、理想的には少人数の文化混合グループによる課題学習が効果的であ
ろう。久保田ら（2010）も協働タスクの遂行により異なる文化の学生た
ちの関係性が同等のものとなり、母語でない言語での準備や発表を通して
非母語話者の立場を共有できるなど、留学生とホスト学生、母語話者と非
母語話者という対立する関係性を弱め、表面的な交流ではない仲間意識が
芽生えると主張している。同時に、留学生の日本語運用力や日本語学習へ
のモチベーションの向上をもたらし、日本人学生も実感を伴って授業の意
味を理解できるという利点があると永井・南浦（2014）は指摘している。
一方で、日本語と英語の二言語での授業は、留学生と日本人学生の両者の
理解が不十分になってしまう可能性もあり、教材や評価、授業形態などで
多くの工夫を要するなど教員の負担も大きい。今後はこの授業遂行上の困
難の克服が課題であろうが、混成授業の意義と重要性は学生自身も指摘し
ており、この実現に向けて努力したい。
注目すべきは、留学生のみならず日本人学生同士がある物事について意
識的に考え、他者とのやり取りを通して自らの体験と知識を融合させてい
く学習形態が、学生から高い評価を受けた点である。池田・舘岡（2007）
によると、ピアラーニングとは対話を通して学習者同士が協力して学ぶ学
習方法であり、読解や作文などの課題を遂行することによってそれらのス
キルを向上させたり、仲間と一緒に学ぶことで人と人との社会的関係を築
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き、自分の視野を広げていく協働学習であると言う。更に、授業内だけで
なく授業外での協働学習が行われることで、更なる深い学びが促進され、
特に参加型学習の一つであるディスカッションは、他者の主張との比較か
ら自身の思考を相対化し自己検証する過程の中で、批判的思考が促される
などの成果が生まれる。このような学びを習慣化することで、知識を得る
ことに満足感を持ち、内的動機付けややり遂げることから得られる達成感
と刺激に繋がると考えられ、きわめて有効な授業形態であると言えよう。
更に著者が驚いた点としては、異文化間コミュニケーションにおける人
間関係の解決法の一つであるDIE法への学生の高い関心であり、外国人、
日本人に拘わらず、良好なコミュニケーションを多くの学生が求めている
事実である。対人コミュニケーションは一種の異文化間コミュニケーショ
ンであるという見方ができ、特に、SNSを含むコミュニケーションの形態
が多様化している今日、その変化に戸惑いを覚えながら多くのミスコミュ
ニケーションの問題を抱えている若者の姿が垣間見られた。親しい者同士
でもお互いに異なるという前提が人間関係の円滑化に重要な概念であり、
相手や場面にふさわしいコミュニケーションスタイルが必要であるなど、
本講座で習得した知識が応用できる場が身近にあることが学生自身によっ
て認識された。
今後の授業の改善点としては、学生からも指摘があった通り、できるだ
け40名以下の人数構成とし、更なる内省や気づきのために、提案のあっ
た学習日誌（ラーニング・ジャーナル）やポートフォリオなどの採用も視
野に入れたい。また、最終レポートを待つ前に、学期途中で内省を促し、
他の学生がどのような気づきをしているか学習者同士で学び合う活動の導
入を通して、さらなる振り返りや修正が実行できる機会を設けたい。
6. 結論
授業における地道な取り組みを通して、学生が自分を振り返り深い思考
や自己変容に発展させる過程を確認することができたが、今後はこれをど
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のように「行動面」に結び付けられるかが鍵となろう。日本国内でも多文
化共生の概念共有が求められ、今後ICC能力の育成はますます重要さを増
すと予測できる。多文化共生社会は未来の理想ではなく、日本社会に今現
在に起こっている現実であり、ここで生き抜くためのICC能力を備えた人
材育成は重要課題なのである。
とりわけ、異文化に関する知識や見識などの異文化リテラシーが教員に
求められる資質であることは明白であり、「第二期教育振興基本計画」（文
部科学省, 2013, p. 55）では、日本の生徒・学生等の海外留学者数（2020
年を目途に倍増）や外国人留学生数の増加などが掲げられており、このよ
うな中、教員採用に当たって留学経験を評価する傾向がある。文部科学
省が2011年12月27日に出した「教員採用等の改善について」（文部科学省, 
2011）では、留学経験のある人材を確保するなどの要請があり、海外経
験や異文化リテラシーが教師にとって有用である時代に突入している。今
後は、文化内省の場を教員養成のカリキュラムに位置付け、英語教員のみ
ならず、教員を目指す学生を対象に異文化間能力育成のためのシステムを
構築していく必要があろう。異文化衝突や抵抗を乗り越えて他者との調整
や関係を構築することは教師として貴重な経験となり、これらの多様な価
値観に触れることで、様々な児童生徒に適切に対応できる教員や異文化教
育に積極的な教員の輩出を目指したい。
その実現のためには、留学生を有効に活用し、日本人学生との協働によ
る学びの場を確保する体制の構築が不可欠であり、混成授業の在り方の検
討や授業外コミュニティーの編成など、協働活動の機会を学校側がイニシ
アティブを取ることにより創出しながら、更なる自発的な異文化交流への
機運が高まっていくことを期待したい。
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付録１　授業前アンケート
異文化間コミュニケーション授業前アンケート
専攻　　　　　　学年　　　　　　学籍　　　　　名前
１．今までにどんな異文化教育を受けましたか。それはいつどのようなものでしたか。
２．海外経験はありますか。いつどこに、どのような形でどれくらいの期間いましたか。
　　そこでの異文化体験はどのようなものでしたか。カルチャーショックはありましたか。
３． 異文化や自分の文化についてどんなことをイメージしていますか。また、異文化
の人（外国人など）に対してどのような印象を持っていますか。
４．異文化の友人や知り合いなどいますか。どんな体験をしましたか。
５． あなたが期待する異文化の授業とはどんなものですか。この授業でどのようなこ
とを学びたいですか。
６． あなたは今後自分の人生で異文化体験をしたいですか。
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付録2：授業後アンケート
異文化間コミュニケーション授業後アンケート
以下の内容について、自分の異文化学習・理解に対する態度や知識、意欲などに関して
どの程度役に立ったのか、４段階評価をしてください。また、自由記入欄に具体的な感
想や改善点などを書いてください
１：役に立たなかった　　２：あまり役に立たなかった
３：まあまあ役に立った　４：とても役に立った　　　
（１）文化・コミュニケーション・異文化コミュニケーションの意義を学ぶ
１．現状や背景・定義などの教科書の内容の講義 １ ２ ３ ４
自由記述欄
（２）自文化・異文化を認識する
２．価値観・文化の次元の講義 １ ２ ３ ４
３．好きなことわざのディスカッション １ ２ ３ ４
４．ドナの話の価値観ディスカッション １ ２ ３ ４
５．異文化トレーニング（常識と非常識） １ ２ ３ ４
自由記述欄
（３）文化のさまざまな知識を身につける
６．言葉によるコミュニケーションの講義 １ ２ ３ ４
７．ケーススタディ（恵子とジェーン） １ ２ ３ ４
８．世界のジェスチャーのグループプレゼン １ ２ ３ ４
９．非言語コミュニケーションの講義 １ ２ ３ ４
10．アイコンタクト実践 １ ２ ３ ４
11．あなたなら（時間の文化） １ ２ ３ ４
12．事例分析（個人主義と集団主義） １ ２ ３ ４
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13．小学校教員のモットーのディスカッション １ ２ ３ ４
14．アメリカ人小学校教師のモットーについてのディスカッション １ ２ ３ ４
15．３か国の幼稚園教育のビデオ １ ２ ３ ４
16．海外派遣者ハンドブックのディスカッション １ ２ ３ ４
17．世界の商習慣グループプレゼン １ ２ ３ ４
18．KFCの日本適応ビデオ １ ２ ３ ４
自由記述欄
（４）異文化による感情を体験する
19．異文化体験シュミレーションゲームバーンガ １ ２ ３ ４
20．カルチャーショックの講義 １ ２ ３ ４
21．偏見の教育ビデオ（The Class Divided） １ ２ ３ ４
自由記述欄
（５）異文化適応のためのスキルや心構えを学ぶ
22．DIE法講義 １ ２ ３ ４
23．DIE法ビデオ（A World of Diversity） １ ２ ３ ４
24．異文化適応の講義 １ ２ ３ ４
25．DIE法ディスカッション・プレゼン １ ２ ３ ４
自由記述欄
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（６）その他
26．教員の体験談 １ ２ ３ ４
27．クラスメートの体験談 １ ２ ３ ４
28．ゲスト留学生の話 １ ２ ３ ４
29．グループディスカッション １ ２ ３ ４
30．クラスディスカッション １ ２ ３ ４
31．グループプレゼン １ ２ ３ ４
32．振り返りの最終レポート １ ２ ３ ４
自由記述欄
（７）以下の目標をどれくらい達成したと思いますか。
１：達成できなかった　　２：あまり達成できなかった
３：まあまあ達成できた　４：達成できた　　　　　　
33． 個人の価値観や慣習などを異文化との比較により認識し様々な文化の知識を身
に着ける。この過程で、自文化を客観視したり、自文化と他文化を関連付けて
捉えながら日本文化や自分自身の理解を深める。更に、文化にまつわる感情に
ついて体験しながら考え、異文化適応のスキルを学ぶ。 １  ２  ３  ４
34． 様々なテーマについてグループやクラスで意見を出し合う中で、自分と他者と
の違いについて発見し、内省しながら文化やコミュニケーションについて深く
考える。 １  ２  ３  ４
35． グループで英語の文献などを読解し発表したり英語のDVDを見ることを通し
て、英語を介して異文化を理解する。 １  ２  ３  ４
36． 小グループでのディスカッションにおいて、メンバーとの意見交換や調整と通
して自分の意見を提示することに慣れると同時に、クラスでのまとめの報告な
ど、クラスで発表することにも抵抗感なく取り組める。 １  ２  ３  ４
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自由記述欄
（８）以下の内容について、記述してください。
⃝コース内容を振り返り、どれが一番印象的でしたか。それはなぜですか。
⃝授業を通してどのような日本の文化や他文化を発見しましたか。
⃝この授業を受けて新たに学んだことを書いてください。
⃝この授業を受けてみて、将来に向けて実践したいことはありますか。
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